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胎
児
の
世
界
―
受
胎
か
ら
誕
生
ま
で
ー 

 

（生
物
の
進
化
と
胎
児
の
成
長
・誕
生
） 

宇
宙
は
お
よ
そ
一
五
〇
億
年
前
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
で
産
ま
れ
、
地
球
は
お
よ
そ
四
五
億
年
前
に
産

ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
生
物
は
お
よ
そ
三
八
億
年
前
に
誕
生
し
、
人
類
は
お
よ
そ
五
〇
〇

万
年
前
に
誕
生
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
三
七
億
九
五
〇
〇
万
年
の
間
に
海
中
か
ら
上
陸
し
、
爬
虫

類
な
ど
を
経
て
哺
乳
類
へ
と
進
化
し
ま
す
。
こ
の
四
〇
億
年
近
く
の
間
の
進
化
を
赤
ち
ゃ
ん
は
わ

ず
か
四
〇
日
で
成
し
遂
げ
ま
す
。
ご
く
単
純
に
考
え
る
と
、
一
日
が
一
億
年
分
に
相
当
す
る
よ
う

な
も
の
で
す
。
生
物
は
海
に
よ
っ
て
進
化
し
ま
し
た
が
、
赤
ち
ゃ
ん
は
羊
水
に
浸
っ
て
進
化
し
ま

す
。
し
か
も
羊
水
の
成
分
は
海
水
に
近
い
の
で
す
か
ら
、
い
っ
そ
う
不
思
議
な
話
で
す
。
赤
ち
ゃ

ん
と
生
物(

赤
ち
ゃ
ん
も
生
物
で
す
が
・
・
・)

を
比
較
し
た
と
き
、
胎
盤
が
地
盤(

海
底)

、
羊
水
が

海
水
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
ヒ
ト
と
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
一
気
に
大
気
中
へ
上
陸
す
る

の
で
す
。
地
球
上
の
こ
の
大
気
中
に
出
て
き
て
肺
呼
吸
を
始
め
た
時(

生
年
月
日
時)

か
ら
太
陽
・

地
球
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
付
与
さ
れ
た
生
命
体
と
な
り
ま
す
。 

  

⑴ 

現
代
医
学
が
明
ら
か
に
し
た
受
精
・
胎
児
の
身
体
の
形
成 

胎
児
の
身
体
は
、
現
代
の
生
命
科
学
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
如
く
、
上
体
か
ら
下
体
に
向
け
、

木
火
土
金
水
の
五
行
の
順
番
に
形
成
さ
れ
ま
す
。
正
常
な
自
然
分
娩
で
あ
れ
ば
、
人
間
は
頭(

五

行
で
は
木)

か
ら
生
ま
れ
ま
す(

逆
子
で
生
ま
れ
る
比
率
‥
三
．
五
％
）
。
後
掲
す
る
「
引
用
参
考

文
献
」
の
『
こ
う
し
て
生
ま
れ
る
ー
受
胎
か
ら
誕
生
ま
で
』
に
は
、
精
子
卵
子
の
二
つ
の
細
胞
が

融
合
す
る
瞬
間
か
ら
、
受
精
卵
が
細
胞
分
裂
を
繰
返
し
な
が
ら
羊
水
の
中
で
胎
児
が
成
長
し
続
け
、

月
満
ち
て
誕
生
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
美
し
い
カ
ラ
ー
画
像
に
よ
っ
て
再
現
し
て
い
ま
す
。
そ

の
画
像
は
最
新
の
医
療
用
撮
影
技
術(

＝
三
次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス)
を
使
用
し

て
い
る
た
め
、
胎
児
の
身
体
が
形
成
さ
れ
成
長
し
て
い
く
有
り
様
・
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
視
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
胎
児
の
身
体
の
形
成
・
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
を
取
り
ま
と
め
れ
ば
、
次

の
如
く
で
あ
り
ま
す
。 

①
木
・・神
経
系
の
形
成
開
始
・・・・・・・・・・
・・
・・・
・・
・妊
娠
十
八
日
目 

 
 
 

目
の
発
生
が
始
ま
る
・・・・・・・・・・・・
・・・
・・妊
娠
二
十
二
日
目
頃 

②
火
・・胎
芽
の
心
臓
・
循
環
器
系
の
発
達
開
始
。
・・・・・・・・・・・胎
生
三
週
間
目 

心
臓
、
脳
が
形
成
さ
れ
、
大
き
く
な
る
。
・・・・・・・・・・・胎
生
三
十
二
日
目 

○
肺
の
呼
吸
系
の
最
初
の
肺
芽
が
表
れ
肺
の
発
達
開
始
（
酸
素
・木
の
取
込
み
）
・・・四
週
目 

③
土
金
・・消
化
器
系
と
し
て
の
肝
臓
、
胃
、
食
道
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。
・・・・・・・三
十
六
日
目 

（
循
環
器
、
脳
の
上
半
身
に
比
べ
、
下
半
身
の
機
能
の
発
達
は
遅
れ
る
） 

○
顔
の
造
作
（
鼻
腔
、
顎
、
唇
、
歯
の
発
生
）
が
急
に
で
き
始
め
る
。
・・・・四
十
日
目 

○
手
の
形
が
は
っ
き
り
す
る
。
脳
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
腺
が
発
生
・・・・胎
生
四
十
二
日
目 

④
水
・・血
流
は
母
体
か
ら
受
け
取
っ
た
栄
養
を
胎
芽
に
届
け
る
。
こ
の
栄
養
供
給
に
反
応
し
胎
児 

の
腎
臓
は
初
め
て
尿
を
作
出
す
（
腎
臓
は
子
宮
内
で
完
全
に
形
成
さ
れ
る
が
、
機
能
し
始

め
る
の
は
出
産
後
）
・・・・・・・・・・・・
・・
・・胎
生
四
十
四
日
目 

⑤
金
・・身
体
上
下
部
・・・上
下
肢
が
急
速
に
発
達
。
上
肢
が
下
肢
よ
り
数
日
早
く
発
達
す
る
。
数 

日
立
つ
と
肩
、
腕
、
脚
、
顎
の
軟
骨
が
骨
に
換
り
始
め
る
。
体
格
が
形
成
さ
れ
る
。
・・五 

後
藤 

芳
博 

著 
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十
一
日
目 

⑥
水
・・受
精
後
五
週
目
ま
で
、
遺
伝
的
に
性
別
は
決
っ
て
い
る
も
の
の
、
男
女
子
生
殖
器
は
ま
っ 

た
く
同
じ
。
生
殖
器
の
分
化
が
始
ま
る
。
・・・・・受
胎
三
ヶ
月
目 

  
 

 

⑦
手
足
の
指
先
に
指
紋
が
現
れ
る
。
・・・・満
四
ヵ
月 

⑧
身
体
の
成
長
は
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
し
、
脳
が
急
速
な
成
長
を
続
け
て
い
る
。
・・・・満
八
ヶ
月 

⑨
出
産
準
備
完
了
。
・・・・満
九
ヶ
月 

 

現
代
の
生
命
科
学
・
医
療
技
術
な
ど
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
は
、
大
自
然
の
営
み
・
季
節
の

循
環(

＝
木
火
土
金
水
の
陰
陽
五
行
の
循
環)

に
随
っ
て
胎
児
の
身
体
が
形
成
さ
れ
成
長
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
ま
た
、
生
を
得
た
人
間
が
滅
す
る
際
に
は
、
同
じ
く
脳
の
木(

脳
死
）、
火
の
心
臓

停
止
、
次
い
で
土
の
消
化
器
系
・
金
の
肺
呼
吸
器
系
の
停
止
、
最
後
に
水
の
腎
系
の
生
理
機
能
の

停
止
（
毛
髪
＝
水
は
、
生
体
細
胞
の
機
能
が
停
止
し
な
い
限
り
、
心
肺
停
止
後
も
伸
び
続
け
る
）

と
続
く
の
で
す
。
こ
の
人
体
五
行
の
生
理
機
能
の
発
達
・
成
長
と
停
止
は
、
大
自
然
の
営
み(
大

自
然
の
摂
理)

に
順
じ
て
機
能
し
動
作
し
て
い
ま
す
。『
人
体
と
い
う
小
宇
宙
―
意
識
の
成
長
プ
ロ 

グ
ラ
ム
ー
』
に
も
「
人
体
シ
ス
テ
ム
は
、
自
然
界
と
一
体
調
和
し
て
高
度
に
完
成
し
た
シ
ス
テ
ム

で
あ
り
、
小
宇
宙
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
制
御
中
枢
の
脳
と
連
携
し
、
自
立
し
た
機
能
を
持
つ
五

臓
六
腑
に
、
全
体
シ
ス
テ
ム
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」
と
明
快
に
説
か
れ
て
い
ま
す
。
近
現

代
の
生
命
形
態
学
や
生
理
学
な
ど
の
生
命
科
学
の
研
究
・
進
歩
発
達
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
遥

か
以
前
に
、
陰
陽
五
行
を
基
礎
と
す
る
東
洋
医
学(

中
医
学
）
・
蔵
象
学
説
な
ど
に
説
か
れ
て
い
る

の
は
大
き
な
驚
き
で
あ
り
ま
す
。 

  

⑵ 

誕
生
と
産
声 

子
宮
内
で
は
呼
吸
す
る
た
め
の
酸
素
も
、
消
化
す
る
食
物
も
、
除
去
す
る
老
廃
物
も
な
い
。
こ

の
世
に
誕
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肺
、
胃
腸
、
腎
臓
な
ど
が
機
能
し
始
め
る
。
心
臓
に
母
体
か
ら

入
っ
て
い
た
血
液
は
突
然
こ
れ
ま
で
の
経
路
を
変
え
て
肺
に
送
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

ま
で
、
心
臓
上
部
の
二
つ
の
部
屋
の
孔
に
間
に
開
い
て
い
た
孔
は
即
座
に
閉
じ
ら
れ
る
。
神
経
、

脳
、
心
臓
な
ど
胎
内
で
機
能
し
て
い
た
器
官
も
外
界
に
対
応
す
る
。 
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臍
帯
が
切
断
さ
れ
る
と
、
胎
児
へ
の
酸
素
供
給
は
い
き
な
り
止
ま
る
。
血
液
は
引
き
続
き
赤
ち

ゃ
ん
の
体
内
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
二
酸
化
炭
素
が
血
中
に
蓄
積
す
る
と
脳
幹
の
呼
吸
調

節
中
枢
が
横
隔
膜
の
筋
肉
と
胸
郭
に
指
令
を
出
し
、
数
ヶ
月
前
に
初
め
て
リ
ハ
ー
サ
ル
し
た
規
則

正
し
い
呼
吸
運
動
が
開
始
さ
せ
る
。
筋
肉
が
収
縮
し
、
胸
郭
が
拡
大
し
、
横
隔
膜
が
下
に
下
が
る

と
、
風
を
は
ら
む
ヨ
ッ
ト
の
帆
の
よ
う
に
、
肺
に
空
気
を
引
き
込
む
空
間
が
出
来
る
。
こ
の
最
初

の
深
呼
吸
―
空
気
を
吸
い
込
ん
だ
後
、
赤
ち
ゃ
ん
は
元
気
に
息
を
吐
き
出
す
―
が
、
産
声
で
す
。

こ
の
行
動
ほ
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
が
子
宮
の
外
の
世
界
に
順
応
し
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
す
行
動
は

あ
り
ま
せ
ん
。
（
出
典
‥
『
こ
う
し
て
生
ま
れ
る
ー
受
胎
か
ら
誕
生
ま
で
』
（
ア
レ
ク
ザ
ン
ダ
ー
・

シ
ア
ラ
ス
著 

医
学
博
士 
中
林
正
男
監
修 

ソ
ニ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ズ
） 

  

⑶ 

新
生
児
の
胎
内
記
憶 

こ
の
二
十
年
余
り
の
間
に
、
精
神
科
学
、
発
達
心
理
学
、
乳
児
心
理
学
、
行
動
小
児
科
学
と
い

っ
た
分
野
で
、
過
去
の
常
識
を
覆
す
新
し
い
発
見
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
現
在
の
最
新
医
学

科
学
に
よ
っ
て
時
代
に
、
次
の
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
来
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、『
胎

内
記
憶 

命
の
起
源
に
ト
ラ
ウ
マ
が
潜
ん
で
い
る
』（
池
田
明
著 

角
川
新
書
）
に
よ
れ
ば
、
胎
児
、

乳
幼
児
は
、
「
陣
痛
が
始
ま
っ
て
か
ら
誕
生
直
後
ま
で
の
誕
生
記
憶
」
「
新
生
児
か
ら
乳
幼
児
に
か

け
て
の
新
生
児
・
乳
児
期
に
か
け
て
の
記
憶
」
な
ど
を
持
っ
て
誕
生
し
成
長
し
て
い
く
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
当
然
、
母
親
、
両
親
の
愛
情
、
生
き
様
が
深
く
関
わ
り
、
昔
か
ら
言
わ

れ
て
き
た
胎
教
、
乳
教
な
ど
の
重
要
さ
が
再
確
認
さ
れ
ま
す
。 

  

⑷ 

新
生
児
の
脳
と
欲
求 

欲
求
は
、
人
間
が
生
き
続
け
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な
原
動
力
で
あ
り
、
欲
の
な
い
生
は
あ

り
得
な
い
。
米
国
の
心
理
学
者
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
マ
ズ
ロ
ー
氏(

一
九
〇
四
年
四
月
～
一
九
七
〇
年

六
月)

は
、
人
間
の
欲
求
に
次
の
よ
う
に
五
段
階
の
階
層
的
構
造
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。 

第
一
・・食
欲
、
性
欲
な
ど
の
生
き
る
た
め
の
生
理
的
欲
求 

第
二
・・安
全
性
、
安
定
性
へ
の
欲
求 

第
三
・・愛
情
と
帰
属
の
相
互
信
頼
の
欲
求 

第
四
・・自
尊
心
と
他
か
ら
尊
敬
さ
れ
た
い
欲
求 

第
五
・・自
己
実
現
の
欲
求 

こ
の
階
層
的
欲
求
は
、
人
間
の
脳
が
発
達
し
て
き
た
次
の
三
層
の
脳
か
ら
な
る
知
的
シ
ス
テ
ム

の
発
達
と
も
対
応
し
て
い
ま
す
。 

⒜
爬
虫
類
型
の
脳
・・・・・心
臓
の
鼓
動
、
血
液
循
環
、
生
殖
本
能
、
原
始
的
感
覚
や
運
動
、
反 

応
、
衝
動
な
ど
生
命
を
維
持
す
る
た
め
の
脳 

⒝
原
始
哺
乳
類
型
の
脳
・・喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
生
み
出
す
脳 

⒞
新
哺
乳
類
型
の
脳
・・・・人
間
だ
け
の
理
性
や
精
神
を
司
り
、
人
間
を
人
間
に
し
て
い
る
脳 

 

新
生
児(

乳
児)

の
脳
は
は
じ
め
同
調
し
て
機
能
す
る
爬
虫
類
型
と
原
始
哺
乳
類
型
の
二
種
類

の
脳
を
持
ち
、
新
哺
乳
類
型
の
脳
は
白
紙
の
状
態
で
生
ま
れ
て
来
ま
す
。
脳
の
発
達
に
と
っ
て
重

要
な
乳
児
期
四
年
間
に
白
紙
状
態
に
あ
る
新
哺
乳
類
型
の
脳
の
左
右
両
半
球
を
結
ぶ
脳
梁
が
完

成
す
る
の
で
す
。
脳
の
右
半
球(

右
脳)

は
、
原
始
哺
乳
類
型
の
脳
か
ら
の
ナ
マ
の
情
報
を
胎
児
期
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か
ら
継
続
的
に
蓄
積
さ
れ
、
こ
こ
で
蓄
積
さ
れ
た
情
報
が
さ
ら
に
抽
象
的
思
考
の
始
ま
る
七
才
以

降
の
知
的
発
達
の
土
台
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
左
半
球(

左
脳)

は
、
右
脳
に
比
べ
て
、
原
始
哺
乳

類
型
の
脳
と
の
連
絡
が
希
薄
で
、
間
接
的
に
原
始
哺
乳
類
型
脳
と
関
係
を
持
ち
ま
す
。
七
才
以
降

の
児
童
期
に
な
る
と
、
意
識
は
新
哺
乳
類
型
脳
に
移
行
し
、
自
分
と
い
う
も
の
が
な
か
っ
た
も
の

が
、
自
己
が
純
粋
な
内
的
主
体
と
な
り
始
め
、
本
当
の
自
分
が
出
現
し
始
め
る
。 

  

備
考
：
『
八
字
命
理
学
新
解
巻
四 

事
象
論
⑵
』
か
ら
抜
粋
引
用
。 

  

無
断
複
製
・
転
載
・
配
布
行
為
を
禁
止
し
ま
す
。 


